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Super Recycler® 芝芝芝刈刈刈りりり機機機
モモモデデデルルル番番番号号号20383—シシシリリリアアアルルル番番番号号号 400000000 以以以上上上

オオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルル

はははじじじめめめににに
この機械は、一般の家庭での使用を前提として製造さ
れた、回転刃を使用する歩行式芝刈り機です。この製
品は、適切な管理を受けている家庭などの芝生に対す
る刈り込み管理を行うことを主たる目的として製造され
ております。本機は、雑草地や農業用地における刈り
取りなどを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、また適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に使用
するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合www.Toro.com
で、製品・アクセサリに関する情報、代理店について
の情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただ
くことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分からな
いことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサービス
におたずねください。お問い合わせの際には、必ず製
品のモデル番号とシリアル番号をお知らせください。図
1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の取り付
け位置を示します。下の記入欄に製品のモデル番号と
シリアル番号を書き入れておきましょう。
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図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故

を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物

質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや
先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含ままま

れれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

この製品に使用されているスパーク式着火装置は、カ
ナダの ICES-002 標準に適合しています。

ネネネッッットトトNetトトトルルルククク この製品に使用しているエンジンのグロ
ス出力やネット出力は、SAE の J1940 規格に則ってエ
ンジンメーカーが実験室にて測定した数値です。安全
性、排ガス規制、機能上の要求などに合わせて調整さ
れるため、このクラスの芝刈り機のエンジンの出力ト
ルクは、グロス値よりも大幅に下げてあるのが普通で
す。お手元の機械の主な仕様は、www.Toro.com でご
覧になることができます。

重重重要要要 標標標高高高 1500m以以以上上上でででごごご使使使用用用ささされれれるるる場場場合合合にににははは、、、エエエンンン
ジジジンンンががが CARB/EPA 排排排ガガガススス規規規制制制ににに適適適合合合すすするるるよよようううににに高高高地地地
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用用用キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。高高高地地地用用用キキキッッットトトををを取取取りりり付付付
けけけるるるここことととににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンンののの性性性能能能ががが確確確保保保ささされれれ、、、点点点火火火不不不
良良良、、、始始始動動動困困困難難難、、、黒黒黒鉛鉛鉛なななどどどのののトトトラララブブブルルルががが出出出なななくくくなななりりりままますすす。。。
高高高地地地用用用キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけたたたららら、、、機機機体体体のののシシシリリリアアアルルル番番番号号号プププ
レレレーーートトトののの隣隣隣ににに高高高地地地用用用キキキッッットトト取取取りりり付付付けけけををを取取取りりり付付付けけけ済済済みみみラララ
ベベベルルルををを貼貼貼っっってててくくくだだださささいいい。。。ごごご使使使用用用のののマママシシシンンンににに必必必要要要ななな高高高地地地
用用用キキキッッットトトおおおよよよびびび高高高地地地用用用キキキッッットトト取取取りりり付付付けけけ済済済みみみラララベベベルルルははは、、、
弊弊弊社社社正正正規規規代代代理理理店店店よよよりりりおおお求求求めめめくくくだだださささいいい。。。おおお近近近くくくののの代代代理理理店店店
ををを簡簡簡単単単ににに探探探すすすにににははは、、、www.Toro.com ががが便便便利利利ででですすす。。。ままま
たたた、、、排排排ガガガススス規規規制制制保保保証証証書書書ににに、、、弊弊弊社社社のののおおお客客客様様様サササーーービビビススス部部部
ののの電電電話話話番番番号号号ををを記記記載載載しししててておおおりりりままますすす。。。

高高高地地地用用用キキキッッットトトををを取取取りりり付付付けけけたたたマママシシシンンンををを標標標高高高 1500m 以以以下下下ののの
場場場所所所ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、キキキッッットトトををを取取取りりり外外外ししし、、、エエエンンンジジジンンン
ををを当当当初初初ののの仕仕仕様様様ににに戻戻戻しししてててくくくだだださささいいい。。。高高高地地地用用用ににに調調調整整整ささされれれたたた
エエエンンンジジジンンンををを低低低地地地ででで使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいいオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトト
なななどどどををを起起起こここしししてててエエエンンンジジジンンンががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

高高高地地地用用用ににに調調調整整整ささされれれててていいいるるるかかかどどどうううかかかははは、、、ラララベベベルルルででで確確確認認認
しししてててくくくだだださささいいい。。。
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安安安全全全にににつつついいいててて
この機械は、 規格およびANSI B71.1-2012 規格に適
合しています。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をすると運転者
本人や周囲の人間に危険な場合があります。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• 機械の可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• 排出口の近くに、手足などを近づけないでくださ
い。周囲の人を十分に遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• 整備、燃料補給、詰まりの解除作業などを行う前
には、必ずエンジンを停止させてください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識のついている遵守事項は必ずお守
りください 「注意」、「警告」、および「危険」 の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

このマニュアルの他の場所に書かれている注意事項も
必ずお守りください。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。破損したりはがれたり
した場合は新しいラベルを貼付してください。

decaloemmarkt

製製製造造造者者者マママーーーククク

1. 工場から出荷される際に装着されているものと同じ純正品
の刈り込み刃であることを示します。

decal94-8072

94-8072

decal112-8867

112-8867

1. ロック 2. ロック解除

decal115-2884

115-2884
ハンドル位置調整

decal115-8411

115-8411

1. ロック解除 2. ロック

decal117-2718

117–2718
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decal125-5092

125-5092

1. エンジン始動時用の足載せ台

decal132-4470

132-4470
走行調整

1. 注意オペレーターズマニュ
アルを読むこと1) ノブを左
に回してゆるめる 2) ケー
ブルをエンジンから離すよ
うに引くと走行速度が遅く
なり、近づけるようにする
と速くなる 3) 調整後はノブ
を締める。

2. 走行調整に関する詳しい
情報は QR コードを読み取
ること。

decal131-4514b

131-4514

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 手足の負傷や切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 刈り込み刃で手足を切断する危険保守整備作業前には点火
プラグのコードを外し、マニュアルを読むこと。

4. 異物が飛び出す危険機械から離れる場合はエンジンを停止
する刈り込みを始める前に危険物を除去しておく。

5. 刈り込み刃で手足を切断する危険法面では上下方向に刈
らないこと法面を横切るように刈ることバックする時は必ず
後ろを確認すること。
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組組組みみみ立立立ててて
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンややや機機機体体体にににつつついいいててていいいるるるビビビニニニルルルシシシーーートトトやややカカカ
バババーーーなななどどどののの包包包装装装資資資材材材ははは外外外しししててて捨捨捨ててててててくくくだだださささいいい。。。

1
ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルバババーーーををを取取取
りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

ブレードコントロールバーを上部ハンドルに取り付け
る図 4。

g003116

図図図 4

2
ハハハンンンドドドルルルををを組組組みみみ立立立てててててて取取取りりり付付付
けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

警警警告告告
ハハハンンンドドドルルルののの組組組みみみ立立立てててををを間間間違違違えええたたたりりり、、、不不不用用用意意意にににハハハンンンドドド
ルルルををを開開開閉閉閉すすするるるととと、、、ケケケーーーブブブルルルががが破破破損損損しししててて危危危険険険ででであああるるる。。。

• ハハハンンンドドドルルルののの組組組みみみ立立立てててややや開開開閉閉閉操操操作作作ははは、、、ケケケーーーブブブルルル
ををを傷傷傷つつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて行行行うううこここととと。。。

• ケケケーーーブブブルルルがががハハハンンンドドドルルルののの外外外側側側ををを通通通っっっててていいいるるるこここととと
ををを確確確認認認すすするるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルののの破破破損損損ををを発発発見見見しししたたたららら、、、弊弊弊社社社ののの正正正規規規代代代
理理理店店店ににに連連連絡絡絡すすするるる。。。

1. 後部の刈高レバー2本を一番前まで動かして、マ
シンのハウジングを一番高い刈高位置にする 刈
高を調整する (ページ 11)を参照。

2. ハウジングにハンドルを取り付けるワッシャ 2
枚、ハンドルボルト 2 本を使用図 5。ハハハンンンドドドルルルボボボ
ルルルトトトはははまままだだだ示示示すすす牽牽牽引引引車車車両両両内内内こここととと。。。

g017457

図図図 5

1. ワッシャ 3. ハンドルの端部

2. ハンドルボルト

重重重要要要 ケケケーーーブブブルルルがががハハハンンンドドドルルルののの外外外側側側ををを通通通るるるよよようううににに配配配
設設設すすするるる図図図 5。。。

3. ハンドルを後方に倒す図 6。
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図図図 6

4. 希望する高さでハンドルをロックする ハンドルを
調整する (ページ 12)を参照。

5. ハンドルボルトを 1417N·m1.41.8kg.m =
120160in-lbにトルク締めする。

6. 刈高を調節する 刈高を調整する (ページ 11)を
参照。

3
スススタタターーータタタロロローーープププをををロロローーープププガガガイイイドドド
ににに通通通すすす

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ををを安安安全全全ににに、、、簡簡簡単単単ににに行行行えええるるるよよようううににに、、、
スススタタターーータタタロロローーープププをををロロローーープププガガガイイイドドドににに通通通しししててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

スタータロープはロープガイドに通した状態で引きま
す図 7。

g003251

図図図 7

1. リコイルスタータロープ 2. ロープガイド
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4
エエエンンンジジジンンンにににオオオイイイルルルををを入入入れれれるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
重重重要要要 エエエンンンジジジンンンにににはははオオオイイイルルルががが入入入っっっててておおおりりりままませせせんんん。。。エエエンンンジジジ
ンンンををを始始始動動動すすするるる前前前ににに、、、エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量 0.5 リットル

オオオイイイルルル粘粘粘度度度SAE 30 または SAE 10W-30 洗浄性オイル

API 規規規格格格SJ またはそれ以上

1. 平らな場所に駐車する。

2. オイルがクランクケースに落ち着くまで 35 分間
ほど待つ。

3. ディップスティック図 8を抜き取り、所定のオイル
を容量の約 ¾ 程度までエンジンに入れる。

g195250

図図図 8

1. 満タン 3. 低い

2. 高い

4. きれいなウェスでディップスティックをぬぐう。

5. ディップスティックを補給管に差し込み、ねねねじじじ込込込
まままずずずににに引き出す。

6. ディップスティックの目印で油量を点検する図 8。
• 油量がディップスティックの ADD マークより足

りなければ、補給管から少量を補給し、3分
間待って量を確認する。FULLマークになるま
でステップ 3 ~ 5 を繰り返す。

• 油量がディップスティックの FULL マークよ
り上にある場合は、余分のオイルを抜いて

FULL マークまで戻す。エンジンオイルを抜
き取り方法は エンジンオイルの交換 (ページ
21)を参照。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ががが少少少なななすすすぎぎぎてててももも多多多すすすぎぎぎてててももも、、、そそそ
のののままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転すすするるるとととエエエンンンジジジンンンををを破破破損損損
さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

7. ディップスティックを根元までしっかりと差し込む。

重重重要要要 使使使用用用ごごごとととにににエエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検・・・補補補
給給給しししてててくくくだだださささいいい エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
(ペペペーーージジジ 11)ををを参参参照照照。。。

5
集集集草草草バババッッッグググををを取取取りりり付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 図 9 に示すように、フレームにバッグを取り付

ける。

g027257

図図図 9

1. ハンドル 3. 集草バッグ

2. フレーム

注注注 ハンドルにバッグを被せないでください図 9。
2. バッグ下側の溝をフレームに固定する図 10。
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g027258

図図図 10

3. バッグの上側と左右の溝をフレームに固定する
図 10。

製製製品品品ののの概概概要要要

g195016

図図図 11

1. ハンドル 7. 点火プラグ

2. ブレードコントロールバー 8. 排出ドア

3. エンジン停止スイッチ 9. オイル補給口/ディップス
ティック

4. 燃料タンクのキャップ 10. ハンドルレバー

5. エアフィルタ 11. リコイルスタータハンドル

6. 刈高レバー4 12. コントロールバーのロック

g007407

図図図 12

1. 集草バッグ 3. 後方排出プラグ取り付け
た状態

2. 側方排出シュート
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 各部の操作方法や本機の正しい使用方法、警告

表示などに十分慣れ、安全に運転できるようにな
りましょう。

• 使用前に必ず目視点検を行い、排出ドア、集草装
置など、ガード類や安全を確保する部材の状態を
確認してください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

• 刈高を調整中に刈り込みブレードが作動すると、大
けがを負う危険がある。

– エンジンを止め、各部が完全に停止するのを
待つ。

– 刈高の調整を行う時に、指や手をハウジングの
下に入れないように注意すること。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項

危危危険険険
燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを
引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 静静静電電電気気気ににによよよるるる引引引火火火ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、燃燃燃料料料ををを
補補補給給給すすするるる際際際にににははは、、、燃燃燃料料料容容容器器器ととと機機機械械械ををを地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるるよよようううにににししし、、、トトトラララッッックククののの荷荷荷台台台なななどどど
でででののの給給給油油油ははは行行行わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた状状状
態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき取取取るるる。。。

• 喫喫喫煙煙煙しししななながががらららややや、、、周周周囲囲囲ににに火火火気気気がががあああるるる状状状態態態ででで燃燃燃
料料料ををを取取取りりり扱扱扱わわわななないいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに入入入
れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。

警警警告告告
燃燃燃料料料ををを飲飲飲みみみ込込込むむむととと非非非常常常ににに危危危険険険ででで生生生命命命ににに関関関わわわるるる。。。ままま
たたた気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ににに長長長期期期間間間ふふふれれれるるるととと身身身体体体ににに重重重篤篤篤ななな症症症
状状状ややや疾疾疾病病病ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ガガガソソソリリリンンン蒸蒸蒸気気気ををを長長長時時時間間間吸吸吸わわわななないいいよよようううにににすすするるる。。。

• ノノノズズズルルルややや燃燃燃料料料タタタンンンクククののの注注注入入入口口口にににははは手手手ややや顔顔顔ををを近近近づづづ
けけけななないいいこここととと。。。

• 目目目ややや皮皮皮膚膚膚ににに燃燃燃料料料ががが付付付着着着しししななないいいよよようううにににすすするるるこここととと。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタン

価87以上の、きれいで新しい無鉛ガソリンを使って
くださいオクタン価評価法は(R+M)/2 を採用。

• エタノール添加ガソリン10% まで、MTBE 添加ガソ
リン15% までを使用することが可能です。

• 但し、エタノール含有率が体積で10%を超える物
E15 E85ガソリンなどは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。これ
らの燃料を使用した場合には性能が十分に発揮さ
れず、エンジンに損傷が発生する恐れがあり、仮
にそのようなトラブルが発生しても製品保証の対象
とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせんんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。 冬越しさせる場合には必ずスタビライ
ザ品質安定剤を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

燃料タンクに、信頼できる業者から仕入れた品質の確
かなレギュラーガソリンを入れてください。図 13。

重重重要要要 始始始動動動性性性ををを高高高めめめるるるたたためめめににに、、、燃燃燃料料料スススタタタビビビララライイイザザザ品品品質質質安安安
定定定剤剤剤ののの使使使用用用をををおおお奨奨奨めめめしししままますすす購購購入入入後後後30日日日以以以内内内のののガガガソソソリリリンンン
ににに対対対しししててて使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

g195251

図図図 13

10
 



エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

オオオイイイルルル粘粘粘度度度SAE 30 または SAE 10W-30 洗浄性オイル

API 規規規格格格SJ またはそれ以上

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを外す図 14。

g195250

図図図 14

1. 満タン 3. 低い

2. 高い

3. きれいなウェスでディップスティックをぬぐう。

4. ディップスティックを補給管に差し込み、ねねねじじじ込込込
まままずずずににに引き出す。

5. ディップスティックの目印で油量を点検する図 14。
• 油量がディップスティックの ADD マークより足

りなければ、補給管から少量を補給し、3分
間待って量を確認する。FULLマークになるま
でステップ 3 ~ 5 を繰り返す。

• 油量がディップスティックの FULL マークよ
り上にある場合は、余分のオイルを抜いて
FULL マークまで戻す。エンジンオイルを抜
き取り方法は エンジンオイルの交換 (ページ
21)を参照。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ががが少少少なななすすすぎぎぎてててももも多多多すすすぎぎぎてててももも、、、そそそ
のののままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転すすするるるとととエエエンンンジジジンンンををを破破破損損損
さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

6. ディップスティックを根元までしっかりと差し込む。

刈刈刈高高高ををを調調調整整整すすするるる

警警警告告告
刈刈刈高高高ををを調調調整整整中中中ににに刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドががが作作作動動動すすするるるととと、、、
大大大けけけがががををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

• エエエンンンジジジンンンををを止止止めめめ、、、各各各部部部ががが停停停止止止すすするるるのののををを待待待つつつ。。。

• 刈刈刈高高高ののの調調調整整整ををを行行行ううう時時時ににに、、、指指指ややや手手手をををハハハウウウジジジンンングググ
ののの下下下ににに入入入れれれななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、マママフフフラララーーーががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状態態態ととと
なななっっっててていいいててて触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを負負負ううう危危危険険険性性性がががあああるるる。。。高高高
温温温のののマママフフフラララーーーににに触触触れれれななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

希望の刈高に調整してください。全部の刈高レバー
を、同じ刈高に合わせる。マシンの高さ調整につい
ては図 15を参照。

g189041

図図図 15
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ハハハンンンドドドルルルををを調調調整整整すすするるる
ハンドルの位置は希望する高さに調整することがで
きます。

ハンドルロックを回して解除し、ハンドル位置を3ヶ所か
ら1つ選択して合わせ、ハンドルをロックする図 16。

g007284

図図図 16

1. ハンドルロック 2. ハンドル位置

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確保保保

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 作業にふさわしい服装をする安全めがね、すべりに

くく安全な靴、聴覚保護具を着用してください。長
い髪は束ね、服のだぶついている部分はまとめる
などし、装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• ブレードは大変鋭利ですブレードに触れると大けが
をする危険があります。エンジンを停止させたら、
すべての部分が完全に停止するまで運転位置を離
れないでください。

• ブレードコントロールバーから手を離すと、エンジン
が停止し、3秒以内にブレードの回転が停止するの
が正常です。もし正しく停止しない場合には、直ち
に機械の使用を停止し、代理店にご連絡ください。

• 機械の運転は十分な視界の確保ができる適切な
天候条件のもとで行ってください。落雷の危険があ
る時には運転しないでください。

• また、ぬれた芝生や落ち葉の上はスリップしやす
く、運転中に転んでブレードに触れると大けがをす
る危険もあります。可能であれば、ぬれた芝の刈り
込みは避けてください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くや視界のきかない場所では安全に特に
注意してください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、岩などの見えない
障害物に注意しましょう。不整地ではスリップ事故
や転倒事故を起こしやすくなります。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときには運転を停止してよく点検してください。異
常を発見したら、作業を再開する前にすべて修理
してください。

• 運転位置を離れる前に、エンジンを止め、可動部
が完全に停止したのを確認してください。

• エンジン停止直後は、マフラーが高温高圧状態と
なっていて触れると火傷を負う危険性があります。
高温のマフラーに触れないように注意してください。

• 集草バッグや排出口ガードは頻繁に点検し、必要
に応じ、メーカーが推奨する交換部品と交換するよ
うにしてください。

• 弊社Toro® カンパニーが認定していないアクセサリ
やアタッチメントを使用しないでください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面は上り下りしながら作業するようにし、横断しな

がらの作業は絶対にしないでください。法面で方向
を変える場合には、安全に十二分の注意を払って
ください。

• 急斜面での刈り込みはしないでください。足元が
不十分な場所ではスリップや転倒を起こしやすく
なります。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどでは
十分に注意して作業してください。
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エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
スタータのハンドルを引く図 17。

注注注 数回試みても始動できない場合には、代理店に
連絡してください。

g197126

図図図 17

自自自走走走運運運転転転
上部ハンドルに手をのせ、肘を自然に曲げた姿勢で歩
き始めれば、その速度に合わせてマシンが自動的に
走行を行います図 18。

g003221

図図図 18

注注注 自走での走行を止めてバックしようとして機体を後ろ
に引いても軽く引けない時があります。その場合には、
ハンドルを持ったまま、マシンをほんのわずか数センチ
メートル前進させると車輪が自由になります。別の方法
として、上部ハンドルのすぐ下の金属製ハンドルの部
分を持って機体をほんのわずか数センチメートル押して
も車輪が自由になります。数回試みても車輪が自由に
ならない場合には、代理店に連絡してください。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
エンジンを止めるには、エンジン停止ボタン図 20をエ
ンジンが停止するまで押し続けてください。

g017317

図図図 19

1. エンジン停止ボタン

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルバババーーーかかかららら手手手ををを離離離離離離すすすととと、、、刈刈刈りりり
込込込みみみブブブレレレーーードドドががが 3 秒秒秒以以以内内内ににに停停停止止止すすするるるのののががが正正正常常常ででですすす。。。
もももししし正正正しししくくく停停停止止止しししななないいい場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに機機機械械械ののの使使使用用用ををを
停停停止止止ししし、、、代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーードドドををを回回回転転転さささせせせるるる
エンジンが始動してもブレードは回転しません。刈り込
みを行うためにはブレードを回転させることが必要です。

1. コントロールバーチカットのロックを手前に引く
図 20。

g003123

図図図 20

2. ブレードコントロールバーをハンドルに引き付ける
ように握りこむ図 21。

13
 



g003124

図図図 21

3. ブレードコントロールバーをハンドルに引き付ける
ように握りこむ図 22。

g003125

図図図 22

ブブブレレレーーードドドののの回回回転転転ををを止止止めめめるるる
ブレードコントロールバーから手を離す図 23。

g003126

図図図 23

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルバババーーーかかかららら手手手ををを離離離離離離すすすととと、、、刈刈刈りりり
込込込みみみブブブレレレーーードドドががが 3 秒秒秒以以以内内内ににに停停停止止止すすするるるのののががが正正正常常常ででですすす。。。
もももししし正正正しししくくく停停停止止止しししななないいい場場場合合合にににははは、、、直直直ちちちににに機機機械械械ののの使使使用用用ををを
停停停止止止ししし、、、代代代理理理店店店にににごごご連連連絡絡絡くくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーードドドブブブレレレーーーキキキのののクククラララッッッチチチののの
動動動作作作点点点検検検
毎回運転前にブレードブレーキクラッチが適切に作動す
ることを確認してください。

集集集草草草バババッッッグググををを使使使用用用すすするるる方方方法法法
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

集草バッグを使って、ブレードブレーキのテストを行
うことができます。

1. 空の集草バッグを取り付ける。

2. エンジンを始動する。

3. ブレードを回転させる。

注注注 バッグが膨らんでくれば、ブレードが回転
しています。

4. ブレードコントロールバーから手を離す。

注注注 バッグがすぐにしぼまない場合、ブレードが回
転し続けています。ブレードブレーキクラッチが故
障している可能性があり、このまま使用し続ける
と危険です。代理店に連絡してください。

5. エンジンを止め、各部が完全に停止するのを待ち
ましょう。

集集集草草草バババッッッグググををを使使使用用用しししななないいい方方方法法法
1. 風のない平らな舗装面の上にマシンを駐車する。

2. 4つの車輪全部を 83mm の刈高にセットする。

3. 新聞紙を四つ切の大きさにし、マシンの下に投げ
込める程度の大きさ直径 76 ㎜ 程度に丸める。

4. 新聞紙のボールをマシンの前 13cm くらいの位
置に置く。

5. エンジンを始動する。

6. ブレードを回転させる。

7. ブレードコントロールバーから手を離す。

8. すぐにマシンを前進させて新聞紙のボールの上に
停止させる。

9. エンジンを止め、各部が完全に停止するのを待
つ。

10. マシンの前へ行って新聞紙のボールがどうなっ
たか見る。

注注注 ボールがマシンの下に吸い込まれていない場
合は、ステップ 4 10 をもう一度行う。

11. ボールがほどけたり切り刻まれている場合、ブ
レードが適切に停止しておらず、このまま使用し
続けると危険です。この場合には代理店に連絡
してください。

刈刈刈りりりかかかすすすのののリリリサササイイイクククリリリンンングググ
出荷時に、刈りかすをリサイクリング粉砕して芝生に戻
す設定にしてあります。

集草バッグが取り付けてある場合には外してくださいリ
サイクリングについては 集草バッグを取り外す (ペー
ジ 16)を参照してください。側方排出シュートが取り付
けてある場合は外して側方排出ドアをロックしてくださ
いリサイクリングを行う前に 側方排出シュートを取り外
す (ページ 18)を参照してください。
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重重重要要要 後後後方方方排排排出出出プププラララグググがががロロロッッックククささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすす
るるる。。。プププラララグググをををロロロッッックククすすするるるにににははは排排排出出出ドドドアアア図図図 24ををを上上上げげげ、、、プププラララ
グググがががパパパチチチンンンととと音音音ををを立立立てててててて嵌嵌嵌まままるるるまままでででタタタブブブののの後後後ろろろかかからららしししっっっ
かかかりりり押押押ししし付付付けけけ、、、プププラララグググのののレレレバババーーーををを左左左ににに回回回すすす図図図 25。。。

g017463

図図図 24

1. 排出ドア 2. 後方排出プラグ

g010084

図図図 25

1. レバー 2. タブ

注注注 プラグを外すには、プラグについているレバーを右
に回す図 25。

刈刈刈りりりかかかすすすををを集集集草草草すすするるる場場場合合合
刈りかすを集めたい場合には集草バッグを使います。

注注注 バッグが所定位置にあることを確認。

警警警告告告
磨磨磨耗耗耗しししててて破破破れれれたたたバババッッッグググかかかららら小小小石石石なななどどどののの異異異物物物ががが飛飛飛
びびび出出出しししててて人人人ににに当当当たたたるるるとととオオオペペペレレレーーータタタややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間
ににに多多多大大大ののの危危危険険険ををを及及及ぼぼぼししし、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡
事事事故故故とととなななるるる。。。

集集集草草草バババッッッグググははは頻頻頻繁繁繁ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。破破破損損損しししたたたバババッッッ
グググははは新新新しししいいい純純純正正正バババッッッグググににに交交交換換換すすするるるこここととと。。。
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側方排出シュートが取り付けてある場合は外して側方
排出ドアをロックしてください 側方排出シュートを取り外
す (ページ 18)を参照してください。

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利でででああありりり、、、触触触れれれるるるととと大大大けけけがががををを
すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせたたたららら、、、すすすべべべてててののの部部部分分分ががが完完完全全全ににに
停停停止止止すすするるるまままででで運運運転転転位位位置置置ををを離離離れれれななないいいこここととと。。。

集集集草草草バババッッッグググををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. スタータロープを下側ロープガイドに通す図 26。

g017473

図図図 26

1. 下側ロープガイド

注注注 下側ロープガイドは、スタータロープを引くと
きには外れます。

2. 排出ドアを上に開く図 27。

g017464

図図図 27

1. 排出ドア 2. 後方排出プラグ

3. 後方排出プラグを取り出す図 27。
4. バッグの上前のエッジ部分をノッチに掛ける図

28。

g017474

図図図 28

1. 排出ドア 2. 集草バッグ

注注注 バッグが確実に取り付けられていることを確
認する。

5. 排出ドアを閉じる。

集集集草草草バババッッッグググををを取取取りりり外外外すすす
1. スタータロープを下側ロープガイドに通す図 29。

g017473

図図図 29

1. 下側ロープガイド

注注注 下側ロープガイドは、スタータロープを引くと
きには外れます。

2. 排出ドアを上に開く。

3. 集草バッグを取り外す。

4. 後方排出プラグを取り付ける図 30。
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g017463

図図図 30

1. 排出ドア 2. 後方排出プラグ

重重重要要要 後後後方方方排排排出出出プププラララグググがががロロロッッックククささされれれててていいいるるるここことととををを確確確
認認認すすするるる。。。プププラララグググをををロロロッッックククすすするるるにににははは、、、プププラララグググがががパパパチチチ
ンンンととと音音音ををを立立立てててててて嵌嵌嵌まままるるるまままでででタタタブブブののの後後後ろろろかかからららしししっっっかかかりりり
押押押ししし付付付けけけ、、、プププラララグググのののレレレバババーーーををを左左左ににに回回回すすす図図図 31。。。

g010084

図図図 31

1. レバー 2. タブ

注注注 プラグを外すには、プラグについているレバー
を右に回す図 31。

5. 排出ドアを閉じる。

側側側方方方排排排出出出でででののの刈刈刈りりり込込込みみみ
非常に背の高い草を刈る時には側方排出にしてくだ
さい。

集草バッグが取り付けてある場合は外して後方排出プ
ラグを取り付けてください側方排出にする前に 集草バッ
グを取り外す (ページ 16)を参照してください。

重重重要要要 後後後方方方排排排出出出プププラララグググがががロロロッッックククささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすす
るるる。。。プププラララグググをををロロロッッックククすすするるるにににははは排排排出出出ドドドアアア図図図 32ををを上上上げげげ、、、プププラララ
グググがががパパパチチチンンンととと音音音ををを立立立てててててて嵌嵌嵌まままるるるまままでででタタタブブブののの後後後ろろろかかからららしししっっっ
かかかりりり押押押ししし付付付けけけ、、、プププラララグググのののレレレバババーーーををを左左左ににに回回回すすす図図図 31。。。
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g017463

図図図 32

1. 排出ドア 2. 後方排出プラグ

注注注 プラグを外すには、プラグについているレバーを右
に回す図 31。

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドははは非非非常常常ににに鋭鋭鋭利利利でででああありりり、、、触触触れれれるるるととと大大大けけけがががををを
すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせたたたららら、、、すすすべべべてててののの部部部分分分ががが完完完全全全ににに
停停停止止止すすするるるまままででで運運運転転転位位位置置置ををを離離離れれれななないいいこここととと。。。

サササイイイドドドデデディィィスススチチチャャャーーージジジ側側側方方方排排排出出出シシシュュューーー
トトトををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 側方排出ドアのロックを解除する図 33。

g002590

図図図 33

2. 側方排出ドアを開く図 34。

g002591

図図図 34

3. 側方排出用シュートを取り付けてシュートの上か
らドアを閉じる図 35。

g002592

図図図 35

側側側方方方排排排出出出シシシュュューーートトトををを取取取りりり外外外すすす

側方排出シュートの取り外しは、上記と逆の手順で
行います。

重重重要要要 側側側方方方排排排出出出ドドドアアアををを閉閉閉じじじてててドドドアアアをををロロロッッックククすすするるる図図図 36。。。

g002593

図図図 36

ヒヒヒンンントトト

刈刈刈りりり込込込みみみにににつつついいいてててののの一一一般般般的的的なななヒヒヒンンントトト
• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に

巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

• 刈り込み中にブレードを硬いものに当てないように
注意してください。障害物があるとわかっている場
所は絶対に刈り込まないでください。

• 機械が何かにぶつかったり、異常な振動を始めたら
直ちにエンジンを停止させ、点火プラグのコードをは
ずし、機械が破損していないか点検してください。

• シーズンの始めにブレードを新しいものに交換す
ることをお奨めします。

• また、ブレードは必要に応じて交換し、その際は
Toroの純正部品をご使用ください。

芝芝芝草草草ののの刈刈刈りりり込込込みみみ
• 一度に刈り込む量は草丈のおよそ 1/3 程度までとし

ましょう。芝草がまばらにしか生えていない時や、
成長が遅い時期晩秋以外は、刈高を 54mm 以下
にしないようにするのが良いでしょう。

• 草丈が15cmを超えるような場所を刈り込む時に
は、最初に一番高い刈高でゆっくりと刈り込み、
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次に刈高を下げて刈るときれいにできます。草丈
が高すぎるとブレードに絡みついてエンジンが停止
する場合があります。

• ぬれた芝草やぬれた落ち葉は、あちらこちらにへ
ばりつきやすく、刈り込みユニットに詰まってエンジ
ンを停止させがちです。ぬれた芝の刈り込みは避
けてください。

• 非常に乾燥した日には火災が起きやすくなります。
気象警報などに注意し、機械の周囲に乾いた草や
葉を放置しないように注意してください。

• 刈り込みの方向を毎回変えましょう。刈りかすが満
遍なく分散し、自然に分解されて肥料となる点でも
メリットがあります。

• 刈り上がりに満足できない場合には、以下のつまた
はそれ以上をお試しください

– ブレードを交換するかブレードの研磨を行う。

– 刈り込み時の歩く速度を遅くする。

– 刈り込みデッキの刈高設定を高くする。

– 刈り込み頻度を増やす。

– 刈り幅をすこしダブらせるようにしながら刈り込
む。

落落落ちちち葉葉葉ののの刈刈刈りりり込込込みみみ
• 一度刈り込みをした後、芝生の半分程度が落ち葉

の上から透けて見える程度になっていることを確認
してください。落ち葉の場合には、一回では完全に
刈り込めない場合があります。

• 落ち葉を十分に細かく切断できない場合には、歩く
速度を落としてください。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確保保保

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 火災防止のため、機械に刈りかすなどが溜まらな

いようにしてください。オイルや燃料がこぼれた場
合はふき取ってください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

搬搬搬送送送時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• トラックなどへの機械の積み下ろしは十分注意し

て行ってください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

機機機体体体下下下ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

洗洗洗浄浄浄ポポポーーートトトををを使使使用用用しししてててのののマママシシシンンン内内内側側側
ののの洗洗洗浄浄浄作作作業業業

刈り込み作業が終わったらすぐに機械を洗浄するの
がベストです。

1. 舗装された平らな場所に駐車する。

2. エンジンを停止させたら、すべての部分が完全に
停止するまで運転位置を離れないでください。

3. 刈り込みデッキを一番低い刈高に降下させる 刈
高を調整する (ページ 11)を参照。

4. 後部ドアの裏側刈りかすがデッキから出て集草
バッグに入る部分を洗浄する。

5. 洗浄ポートにホースを接続し、ホースを水道栓
につなぐ図 37。

g195254

図図図 37

1. 洗浄ポート

6. 水道栓を開く。

7. エンジンを始動してブレードを回転させ、デッキ下
から刈りかすが排出されなくなるまで待つ。

8. エンジンを停止する。

9. 水道を止め、ホースを外す。

10. エンジンを数分間運転してデッキの裏側から水分
を完全に飛ばす。

11. 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジ
ンが十分冷えていることを確認してください。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 5 時間 • エンジンオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• ブレードコントロールバーから手を離すと 3 秒以内にエンジンが停止することを確認
してください。

• ブレードブレーキのクラッチの動作点検を行う。
• 機体の下部についている刈かすやよごれを除去する。

25運転時間ごと
• ホイールギアの潤滑を行う。
• ブレードブレーキのクラッチのシールドを清掃する。

長期保管前 • 修理や保管の前には、本書の説明に従って燃料タンクを空にする。

1年ごと

• 空冷部を清掃する；ほこりの多い環境で使用しているときには清掃間隔を短くする。エ
ンジンマニュアルを参照のこと。

• エアフィルタの整備を行う。
• エンジンオイルを交換する。
• ブレードは、交換するか研磨するかする（刃先が丸くなるのが早い場合には回数を
増やす）。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。

注注注交換部品は、弊社正規サービスディーラからお買い求めいただけます。米国のお客様は www.shoptoro.comか
らのご購入もご利用いただけます。エンジン部品は、弊社正規サービスディーラからのみお買い求めいただけます。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 整備などの前には、必ず点火プラグコードを外して

ください。

• 整備を行う時は必ず手袋と保護めがねを着用して
ください。

• ブレードは大変鋭利ですブレードに触れると大けが
をする危険があります。ブレードの整備を行う場
合には手袋をはめる。

• 絶対に安全装置にいたずらをしないでください。安
全装置が適切に作動するかを定期的に点検して
ください。

• 機体を傾けると燃料が漏れ出す可能性がある。燃
料は非常に引火爆発しやすく、人身事故の原因と
なりうる。燃料タンクが空になるまで運転するか、
ポンプを使ってタンクから燃料を抜くサイホンで吸い
出さないこと。

整整整備備備作作作業業業にににかかかかかかるるる前前前ににに
1. エンジンを止め、各部が完全に停止するのを待

つ。

2. 点火プラグのコードを外す図 38。

g195253

図図図 38

1. 点火コード

3. 整備作業が終了したら、点火プラグコードを元通
りに取り付ける。

重重重要要要 オオオイイイルルル交交交換換換やややブブブレレレーーードドドののの交交交換換換のののたたためめめににに機機機
体体体ををを倒倒倒すすす必必必要要要がががあああるるるととときききははは、、、まままずずず、、、通通通常常常ののの運運運転転転
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ににによよよっっっててて燃燃燃料料料タタタンンンクククををを空空空にににしししてててくくくだだださささいいい。。。通通通常常常運運運
転転転ででで燃燃燃料料料ををを使使使いいいきききれれれななないいい場場場合合合にににははは、、、ポポポンンンプププなななどどど
でででタタタンンンクククかかかららら燃燃燃料料料ををを吸吸吸いいいだだだしししてててくくくだだださささいいい。。。機機機体体体ををを
傾傾傾けけけるるるととときききにににははは、、、必必必ずずずデデディィィッッップププススステテティィィッッックククががが下下下ににに
なななるるるよよようううににに横横横ににに傾傾傾けけけてててくくくだだださささいいい。。。

エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

1. エアフィルタカバーの上部についているラッチのタ
ブを押す図 39。

g011722

図図図 39

1. ラッチのタブ 3. スポンジ製プレクリーナ

2. ペーパーエアフィルタ

2. カバーを開く。

3. ペーパーエアフィルタとスポンジ製プレフィルタを
外す図 39。

4. プレフィルタを点検し、破損していたり汚れがひ
どい場合は交換する。

5. ペーパーエアフィルタを点検する。

• フィルタが破損している場合や、オイルや燃
料でぬれている場合は交換する。

• フィルタが単に汚れているだけの場合は、硬
い表面に打ちつけるようにしてほこりを叩き落
すか、圧縮空気207kPa = 2.1kg/cm²でエン
ジン側から吹いて清掃する。

注注注 ブラシでほこりを落とさないでくださいフィルタ
繊維の中にほこりが詰まってしまいます。

6. エアフィルタのボディとカバーについている汚れは
ぬれたウェスで取り除く。

重重重要要要 エエエアアアダダダクククトトトののの中中中にににほほほこここりりりををを落落落とととしししてててしししまままわわわななな
いいいよよようううにににすすするるるこここととと。。。

7. プレフィルタとペーパーフィルタを取り付ける。

8. カバーを取り付ける。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 5 時間

1年ごと

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量 0.5 リットル

オオオイイイルルル粘粘粘度度度SAE 30 または SAE 10W-30 洗浄性オイル

API 規規規格格格SJ またはそれ以上

注注注 エンジンを始動し、数分間回転させて内部のオイル
を温める。オイルを温めると汚れがよく落る。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 整備作業にかかる前に (ページ 20)を参照。

3. キャップを左に回してディップスティックを抜き取
る図 40。

g195252

図図図 40

1. ディップスティック

4. エアフィルタが下になるように機体を横に傾け
て、エンジンオイル補給口からエンジンオイル
を抜く図 41。

g017475

図図図 41
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5. オイルが抜けたら機体を元通りに立てる。

6. オイル補給管から、必要量の約 ¾ をエンジン
に入れる。

7. オイルがエンジン内部に落ち着くまで 3 分間ほ
ど待つ。

8. きれいなウェスでディップスティックをぬぐう。

9. 補給口にディップスティックを差し込んでねじ部を
最後まで締め、もう一度抜き取る。

10. ディップスティックの目印で油量を点検する図 42。

g195250

図図図 42

1. 満タン 3. 低い

2. 高い

• 油量が少なすぎる場合は、補給管から少量を
補給し、3 分間待って量を確認する。ステッ
プ 8 ~ 10 を繰り返して適正量までオイルを
入れる。

• 油量が多すぎる場合は、余分のオイルを抜い
て適正量までオイルを減らす。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ががが少少少なななすすすぎぎぎてててももも多多多すすすぎぎぎてててももも、、、そそそ
のののままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転すすするるるとととエエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささ
せせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

11. ディップスティックをしっかり取り付ける。

12. 使用済みのオイルは適切に処分してください。

ホホホイイイーーールルルギギギアアアののの潤潤潤滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと

1. 後輪のすぐ内側にあるグリスフィッティングをき
れいに拭く図 43。

g003234

図図図 43

1. グリスフィッティング

2. グリスガンにリチウム系 2 号汎用グリスを入れ、
各フィッティングに取り付けて、ゆっくりとポンプ動
作を 23 回行う。

ブブブレレレーーードドドののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—ブレードは、交換するか研磨す

るかする刃先が丸くなるのが早い場
合には回数を増やす。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドををを適適適切切切ににに取取取りりり付付付けけけるるるにににはははトトトルルルクククレレレンンンチチチががが
必必必要要要ででですすす。。。トトトルルルクククレレレンンンチチチをををおおお持持持ちちちでででななないいい場場場合合合ややや、、、こここののの
整整整備備備ににに不不不安安安がががあああるるる場場場合合合にににははは、、、弊弊弊社社社ののの正正正規規規サササーーービビビススス
デデディィィーーーラララにににごごご相相相談談談くくくだだださささいいい。。。

燃料が無くなったら、そのたびにブレードを点検してくだ
さい。ブレードに破損や割れを発見した場合には直ち
に交換してください。刃先が鈍くなっていたり、曲がっ
たりしている場合には、研磨または交換してください。

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドははは大大大変変変鋭鋭鋭利利利ででであああるるるブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと大大大けけけ
がががをををすすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備ををを行行行ううう場場場合合合にににははは手手手袋袋袋をををはははめめめるるる。。。

1. 点火プラグのコードを外す 整備作業にかかる前
に (ページ 20)を参照。

2. 機体を傾けるときには、エアフィルタが上にな
るように傾ける。

3. ブレードナット2個とスティフナを取り外す図 44。
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図図図 44

1. ブレードナット2個 2. スティフナ

4. ブレードを取り外す図 44。
5. 新しいブレードを取り付ける図 44。
6. 前に外したスティフナを元通りに取り付ける。

7. ブブブレレレーーードドドナナナッッットトトををを取取取りりり付付付けけけててて、、、2037N·m
2.13.7kg.m=1527ft-lbにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる。。。

ブブブレレレーーードドドブブブレレレーーーキキキのののクククラララッッッチチチののの
シシシーーールルルドドドののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと

年に一度、ブレードブレーキのクラッチのシールドを
清掃してください。

1. 点火プラグのコードを外す 整備作業にかかる前
に (ページ 20)を参照。

2. ディップスティック側が下になるようにして機体
を傾ける。

3. ブレードナット2個とスティフナを取り外す図 45。

g003133

図図図 45

1. ブレードナット 4. ブレードドライバ

2. スティフナ 5. ディスク

3. 枚刃 6. ブレードブレーキのクラッチ
のシールド

4. ブレードを取り外す図 45。
5. ブレードドライバとディスクを取り外す図 45。
6. ブレードブレーキのクラッチのシールドを外す図

45。
7. シールド内部や周囲にたまっているごみブラシや

圧縮空気で除去する。

8. ブレードブレーキのクラッチのシールドを元通りに
取り付ける。

9. ブレードドライバとディスクを元通りに取り付ける。

10. ブレードとスティフナを元通りに取り付ける図 45。
11. ブレードナットを取り付けて、2037N·m

2.13.7kg.m=1527ft-lbにトルク締めする。

自自自走走走運運運転転転ののの調調調整整整
自走運転ケーブルを取り換えた場合など調整が必要な
時には、以下の方法で行います。

1. 調整ねじを左に回してケーブルの調整をゆるめ
る図 46。

g027231

図図図 46

1. ハンドル左側 4. ノブを右に回すと調整がき
つくなる

2. 調整ノブ 5. ノブを左に回すと調整がゆ
るくなる

3. 自走ケーブル

2. ケーブル図 46を押し引きして適当な位置に調整
できたら、その位置に保持する。

注注注 ケーブルはエンジン側に押すと走行速度が速
くなり、引くと遅くなります。

3. 調整ねじを右に回してケーブルの調整を固定す
る。

注注注 調整できたらノブをしっかり締め付けてケー
ブルを固定する。

23
 



保保保管管管
保管は、汚れていない乾燥した場所で行う。

格格格納納納保保保管管管ののの準準準備備備

警警警告告告
気気気化化化しししたたた燃燃燃料料料ははは爆爆爆発発発しししやややすすすいいい。。。

• 燃燃燃料料料ははは30日日日間間間以以以上上上保保保存存存しししななないいい。。。

• 裸裸裸火火火ののの近近近くくくででで機機機械械械ををを保保保管管管しししななないいい。。。

• 保保保管管管前前前にににエエエンンンジジジンンンががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるここことととををを
確確確認認認すすするるる。。。

1. シーズン最後の燃料補給の時に、燃料スタビライ
ザ品質保持剤エンジンメーカーが推奨するものを
指定された方法・分量で添加しておく。

2. エンジンを始動し、燃料切れで自然に停止するま
で放置する。

3. エンジンが再度始動したら自然停止まで運転す
る。プライミングしてもエンジンを始動できなくな
れば内部のガソリンが完全になくなったとみな
してよい。

4. 点火プラグからワイヤを外し、ワイヤを格納用ポ
ストに接続する。

5. 点火プラグを外し、30cc のエンジンオイルを、
プラグの取り付け穴から流し込み、スタータロー
プをゆっくりと数回引いて、エンジンオイルをシ
リンダ内部全体にゆきわたらせ、保管期間中の
防錆とする。

6. 点火プラグを取り付け、20N·m2kg.m = 15ft-lbに
トルク締めする。

7. 機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付け
や交換、修理を行う。

ハハハンンンドドドルルルををを折折折りりりたたたたたたむむむ
1. ハンドルを前方に倒す図 47。

重重重要要要 上上上部部部ハハハンンンドドドルルルををを折折折りりりたたたたたたむむむ時時時ににに、、、ケケケーーーブブブルルル
がががをををハハハンンンドドドルルルノノノブブブののの外外外側側側ににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

g017467

図図図 47

2. ハンドルを開くには2ハンドルを組み立てて取り付
ける (ページ 6)を参照。

保保保管管管状状状態態態かかかららら通通通常常常使使使用用用状状状態態態
へへへののの復復復帰帰帰
1. 各ボルト類の締め付けを確認する。

2. 点火プラグを外し、スタータロープを使ってエンジ
ンを勢い良く回転させて内部のオイルを飛ばす。

3. 点火プラグを取り付け、20N·m2kg.m = 15ft-lbに
トルク締めする。

4. 必要な整備をすべて行う保守 (ページ 20)を参照。

5. エンジンオイルの量を点検する エンジンオイルの
量を点検する (ページ 11)を参照。

6. 燃料タンクに新しいガソリンを入れる 燃料を補給
する (ページ 10)を参照。

7. 点火コードを接続する。
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Toro ののの製製製品品品保保保証証証
5 年間完全保証 業務用使用の場合は 45 日間の保証

Toro GTS エエエンンンジジジンンン始始始動動動保保保証証証
5 年間完全保証業務用使用の場合は適用なし

Super Recycler® 歩行
型芝刈り機

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro社およびその関連会社である Toroワランティー社は、両社の合意に基づ
き、以下に挙げる Toro社製品但し家庭用として使用されるものといたしますに
材質上または製造上の欠陥が発見された場合、構成機器の不具合によって
動作しなくなった場合、または、当該製品に使用されているトロGTS始動保証
付きエンジンが回または2回の始動動作で始動できなかった場合には、無償
修理を行うことをお約束します。ただし、本保証は、当該機械が、オペレー
ターズマニュアルに基づいて適切に保守整備されていること条件とします。

この保証では、交換部品と作業代金が保証されますが、機械の送料はお
客様のご負担となります。

最初にお買い上げの日から起算して以下の期間について、保証を行います

製製製品品品 製製製品品品保保保証証証期期期間間間

Super Recycler® 芝刈り機 5年間の完全保証

GTS エンジン始動保証 5年間の完全保証

バッテリー 1年間の完全保証

業業業務務務用用用ののの利利利用用用ににに対対対しししてててははは限限限定定定保保保証証証

ガソリンエンジン式のトロ製品で商業、工業、レンタルなどの目的に使用され
るものについては、材質および製造上の瑕疵について 45 日間の保証となり
ます。通常の使用によって損耗する部品等は本保証の対象外となります。

上記製品が業務用に使用されている場合、トロGTS保証は適用されません*。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

お客様が所有する製品に材質上または製造上の欠陥が存在すると思われた
場合には、以下の手続きを行ってください

1. 弊社代理店にご連絡ください。代理店は、www.Toro.com でお調べい
ただくことができます。項目 #3 に掲載されている電話番号で代理店照
会サービスを 24 時間体制で行っております。

2. ご購入の日を証明する書類レシートとともに、サービスディーラーの修
理工場に製品をお送りください。不具合が本保証の対象になるかどうか
は、代理店が判断いたします。

3. 代理店の診断や修理作業にご満足できない場合には、以下にご連
絡ください

Toro Warranty Company
Customer Care Department, RLC Division
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196
無料通話888-865-5688 (米国内のお客様)
無料通話888-865-5705 (カナダのお客様)

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品の持ち主は、その製品のオペレーターズマニュアルに従って製品の整備
を行う責任があります。これらの保守作業は代理店またはご本人が行うこと
ができますが、費用はお客様のご負担となります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

排ガス保証やエンジン保証付きの製品以外は、上記に挙げた保証が製品保証
のすべてとなります。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません。

• 通常の保守整備にかかる費用や部品の代金たとえば、フィルタ、燃
料、潤滑剤、オイル交換費用、点火プラグ、エアフィルタ、ブレードの
研磨費用や交換費用、ケーブルやリンクの調整費用、ブレーキやク
ラッチの調整費用などがこれにあたります。

• 通常の使用によって磨耗して寿命がくる部品等

• 改造、誤使用、整備不良、過失などが原因で修理や交換が必要になっ
た製品や部品

• 製品の引き取りや配達に伴う費用。

• 弊社正規代理店以外の業者による修理や分解操作など

• 弊社が推奨する適正燃料を使用しなかったことが原因で起こった不具合
の修理詳細についてはオペレーターズマニュアルをご参照ください

– 燃料系統が汚染された場合の汚染除去は本保証には含まれません

– 古くなった燃料購入後一ヶ月以上を経過しているものや、エタノー
ルを10%以上またはMTBEを15%以上含有する燃料の使用

– 不使用期間が一ヶ月を超える場合に燃料タンクから燃料を抜き取ら
なかったことを原因とする不具合

• 以下を原因とする始動不良に対する修理や調整

– 適切な整備や推奨される燃料処理を行わなかった

– 刈り込みブレードを異物にぶつけた

• 2回以上の始動操作が必要になる特殊な条件下で使用している

– 3ヶ月以上またはシーズンオフの格納保管直後に行った始動操作

– 早春や晩秋の、気温の低い時に行った始動操作

– 不適切な始動操作。エンジンをなかなか始動できない時は オペ
レーターズマニュアル で始動手順をもう一度確認してください。そう
していただくことにより、トロの正規サービスディーラの訪問といっ
た手間を省いていただくことができます。

そそそののの他他他

本保証の下で行われる修理はすべてトロのサービスディーラーがトロの純正
部品を使用して行うものとします。上記によって弊社代理店が行う無償修
理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう損損損
失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは上上上
記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。

この保証により、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地
域によっては、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。輸入元の対応にご満足頂けない場合は本社へ直接お問い合わせください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアア国国国消消消費費費者者者法法法にににつつついいいてててオーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意
しております。

*家庭での使用とは、自宅敷地内にて使用することを言います。一箇所より多い現場での使用は商用、レンタルなどの業務用使用と見なされ、業務
用製品の保証が適用されます。

374-0259 Rev F

 


	NO TITLE
	NO TITLE
	安全に関する一般的な注意
	NO TITLE

	. 
	1 ブレードコントロールバーを取り付ける
	2 ハンドルを組み立てて取り付ける
	3 スタータロープをロープガイドに通す
	4 エンジンにオイルを入れる
	5 集草バッグを取り付ける

	NO TITLE
	NO TITLE
	NO TITLE
	運転前の安全確認
	燃料を補給する
	エンジンオイルの量を点検する
	刈高を調整する
	ハンドルを調整する

	NO TITLE
	運転中の安全確保
	エンジンの始動手順
	自走運転
	エンジンの停止手順
	ブレードを回転させる
	ブレードの回転を止める
	ブレードブレーキのクラッチの動作点検
	刈りかすのリサイクリング
	刈りかすを集草する場合
	側方排出での刈り込み
	NO TITLE

	NO TITLE
	運転終了後の安全確保
	機体下の清掃


	NO TITLE
	. 
	保守作業時の安全確保
	整備作業にかかる前に
	エアフィルタの整備
	エンジンオイルの交換
	ホイールギアの潤滑
	ブレードの交換
	ブレードブレーキのクラッチのシールドの清掃
	自走運転の調整

	NO TITLE
	格納保管の準備
	ハンドルを折りたたむ
	保管状態から通常使用状態への復帰




